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                        保幼こ小中一貫コーディネーター：奥村 崇志 

第２回袋井あやぐも学園幼小中一貫教育研修会 その② 

               ～取組の真化を目指して～ 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 前号に引き続き、６月7日（水）に行われた袋井

あやぐも学園幼小中一貫教育研修会について紹介

します。今回は、分散会の様子を取り上げます。学

園職員（袋井中学校区 保幼こ小中教職員）が

の６つの部に分かれ、袋井

あやぐも学園カリキュラムをもとに

協議しました。

15才の出口に向け、学園職員で共通理解を図りな

がら実践することで、子どもたちの健やかな成長を

実現させていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分散会での意見＞ 
○あやぐも学園型の授業構想シートをそろえ、みんなで袋井型 

授業づくりを進めていきたい。 

○日々の授業で意識できるための授業構想シートにしたい。 

 できるだけシンプルで、サステナブルなもの。 

○共通のシートだと合同研修で意識しやすい。 

○まとめから考える授業づくりは大切である。 

 「ゴール（目的）」から逆算して考える「見方・考え方」を 

教師が習慣化する必要がある。 

○考え方の習慣化 

  実際に、「やってみせ」「させ 

てみて」「褒める（価値づける・ 

認める）」 授業の振り返りでは 

少ない視点に絞って検討する。 

 
※ 袋井あやぐも学園のあゆみは、「ホームページ 学園情報」を御覧ください。 

授業づくり部 

 


